
 

 

１．科目名（単位数） 子どもと環境（2 単位） 

３．科目番号 
SJMP2333 

SJMP2133 
２．授業担当教員 荒木由紀子 

４．授業形態 講義・演習 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
保育内容総論履修後および保育内容5領域の学修を終了または並行して学ぶことが望ましい 

７．講義概要 

本授業では、領域「環境」の指導に関連する、乳幼児を取り巻く環境や、乳幼児と環境との関わりにつ

いての専門的事項における感性を養い、知識・技能を身に付ける。具体的には、 

① 乳幼児の取り巻く環境と、乳幼児の発達にとっての意義 

② 乳幼児期の思考・科学的概念の発達 

③ 乳幼児期の標識・文字等、情報・施設との関わりの発達 

これらの事項について理解する。 

８．学習目標 

１）乳幼児を取り巻く環境の現代的課題を理解した上で、乳幼児を取り巻く保育環境の諸側面と幼児の発
達におけるそれらの重要性、及び乳幼児と環境との関わり方について、専門的概念（能動性、好奇心、
探求心、有能感等）を用いて説明できる。 

２）乳幼児の身近な環境とのかかわりにおける認知的発達の特徴と筋道を理解した上で、乳幼児の自然環
境・社会環境に対する興味・関心、理解の発達を説明できる。 

３）上記専門的事項を踏まえた保育実践を展開できる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

１， 予め教科書を読んでから講義を受けること 

２， 課題提出については、指定された書式と共に期限を守ること 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】秋田喜代美他編「新時代の保育双書 保育内容 環境 第 3版」みらい 

【参考書】文部科学省 「幼稚園教育要領解説」 平成 30年 3月 

     厚生労働省 「保育所保育指針解説」 平成 30年３月 

     内閣府「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」平成 30年 3月 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１）子どもにとっての「環境」の意味を理解し、環境構成の理論と実践について理解した。 

２）領域「環境」の捉え方と考え方を理解し、基本を踏まえた総合的保育における領域「環境」の意義を

理解した。 

３）環境構成および領域における「環境」の諸類型を理解し、知識と理論に基づいた保育実践を展開でき

るようになった。 

○評定の方法 

上記の学習目標に基づいた規準を以下の方法で総合的に評価する。 

１．参加，発表等から授業に取り組む姿勢  「授業態度」 （30％） 

２．各授業内の課題，中間レポート等  「小レポート」 （30％） 

３．学習内容を総括する課題   「期末レポート」 （40％） 

12．受講生への 

メッセージ 

「環境」は「人的環境」と「物的環境」に大別され、その他は「事象」とされています。幼児にとっての

「環境」について学んでいきます。保育者としての立ち位置を自覚すると共に子どもと同じ興味関心を持

つこと、同じ視点を持つことも大切にしていきたいと思います。 

13．オフィスアワー 別途 通知します 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 保育における「環境」の諸類型 
事前学習 シラバスを読んでおく 

事後学習 「環境」の諸類型について復習する。 

第２回 
子どもの発達と環境 

：能動性・好奇心・探求心・有能感 

事前学習 子どもの発達について調べておく。 

事後学習 
子どもの発達と感情との関係性にふさわし
い環境構成について複数する。 

第３回 
環境構成における「環境」① 

：人的環境としての保育者との関わり 

事前学習 人的環境の具体例を挙げておく。 

事後学習 
保育者と人的環境との違いについて復習す

る。 

第４回 
環境構成における「環境」② 

：人的環境としての友だち・異年齢集団 

事前学習 
保育者以外が人的環境となる具体例を挙げ

ておく。 

事後学習 友達と人的環境との違いについて復習する。 

第５回 
環境構成における「環境」③ 

：物的環境としての保育の場 

事前学習 物的環境の具体例を挙げておく。 

事後学習 
「周囲のモノ」と物的環境の違いについて復

習する。 

第６回 
環境構成における「環境」④ 

：物的環境としての素材・道具 

事前学習 保育における素材・道具を列挙しておく。 

事後学習 
素材・道具と物的環境との違いについて復習

しておく。 

第７回 子どもを取り巻く環境の諸側面とその現代的課題 
事前学習 

自分が子どもだった頃と現在の子どもの生

活環境との違いを挙げておく。 

事後学習 現在の子どもの生活環境について復習する。 

第８回 
子どもの発達と自然環境① 

：物理的事象・数量・図形等 
事前学習 

保育で育むべき物理的事象・数量・図形の具

体例を挙げておく。 



 

 

事後学習 
子どもの発達段階と物理的事象・数量・図形

についての育みとの関係を復習する。 

第９回 
子どもの発達と自然環境② 

：生物・自然等 

事前学習 
保育で育むべき生物・自然等の具体例を挙げ

ておく。 

事後学習 
子どもの発達段階と生物・自然等についての

育みとの関係を復習する。 

第１０回 
子どもの発達と社会環境① 

：標識・文字等 

事前学習 

保育のどのような場面で標識・文字等が子ど

も達に取り込まれていくのか、具体例を挙げ

ておく。 

事後学習 
子どもの発達段階と標識・文字等についての

育みとの関係を復習する。 

第１１回 
子どもの発達と社会環境② 

：情報・施設・地域資源等 

事前学習 
保育で育むべき情報・施設・地域資源等の具

体例を挙げておく。 

事後学習 
子どもの発達段階と情報・施設・地域資源等

についての育みとの関係を復習する。 

第１２回 子どもの発達と ESD 

事前学習 

SDGs と ESD を保育に取り入れることの大

切さを幼稚園教育要領前文をもとにまとめ

る。 

事後学習 
子どもの発達段階と ESD との関係を復習す

る。 

第１３回 
保幼小接続① 

：身近な環境を通した保育と小学校生活 

事前学習 
保幼小連携と保幼小接続の違いについてま

とめる。 

事後学習 
生活に着目した保幼小接続のあり方につい

て復習する。 

第１４回 
保幼小接続② 

：領域「環境」と生活科 

事前学習 領域「環境」と生活科の共通点を挙げておく 

事後学習 
教育内容に着目した保幼小接続のあり方に

ついて復習する。 

第１５回 これまでの振り返りとまとめ 

事前学習 
これまでの授業についての質問事項をまと

めておく。 

事後学習 
これまでの授業の振り返りに基づき理解度

が及んでいなかった箇所を復習する。 

 


